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1. ビジネス クラスに
ダイナミックな風格を創出する
ニュー BMW 5 シリーズ サルーン
（ショート ストーリー）

•
アルミニウムとスチールの複合ボディにより実現された、
画期的な軽量構造
•
オール アルミニウム製のシャシーとサスペンション、アクティブ フロント ステアリング、ダイナミック ドライブおよびラン フラット タイア
•
2.2～3.0 リットルの直列 6 気筒ガソリン エンジン、
 3.0 リットルのコモンレール式直列 6 気筒ディーゼル エンジン、
 マニュアルおよびオートマチック 6速トランスミッション
•
iDrive コンセプト、ヘッドアップ ディスプレイ

•
アダプティブ ヘッドライト、ブレーキング フォース ディスプレイ、
 
 バイキセノン ヘッドライト、アクティブ クルーズ コントロール

•
リア シートのスペースを拡大し、トランク ルームを大型化

目にした瞬間に脳裏に焼きつく、そんなニュー モデルが BMW から送り出されました。スポーティでエレガント、しかもパワフルな外観のニュー 5 シリーズのボディからは、ひとめ見ただけで BMW のビジネス クラスのダイナミックさが伝わってきます。しかもひとたびハンドルを握れば、そのダイナミズムを体験することができます。こうした躍動感溢れるスタイリングを支えているのは、アルミニウムやスチールを使用した世界初の軽量構造ボディをはじめとするさまざまな革新的テクノロジーにより裏付けられた、洗練された総合コンセプトです。室内はより広く、より快適になり、それでいてニュー 5 シリーズはこれまでよりも軽く、燃費は少なく、走行性能は改善されています。もちろん前後重量配分も理想的です。
オール アルミ製サスペンションのセッティングも完璧です。この完璧なサスペンションがもたらす駆けぬける歓びに、より大きな安全性と快適性をプラスするものといえば、アクティブ ドライビング システムをおいて他にありません。ニュー 5 シリーズには、世界で初めてアクティブ フロント ステアリングとアクティブ ダイナミック ドライブを装備、ドライバーは前例のない俊敏性とハンドリング、走行快適性を全て一台のクルマで愉しむことができます。また、ニュー 5 シリーズに各種のラン フラット タイアが用意されていることから明らかなように、BMW はフェイルセーフ走行特性をもつセーフティ タイアの普及に向けたリーダーシップを一段と強化しています。
導入時のエンジン ラインナップは3 機種の6 気筒エンジン：
520i、530i、530d の納車は2003 年 7 月から開始

ヨーロッパ市場でニュー 5 シリーズが発売されるのは 2003 年 7 月からです。その時点で 3 種類の直列 6 気筒パワー ユニットが用意されます。ガソリン エンジンでは、最高出力 125 kW / 170 ps、最大トルク 210 Nm の 520i と、同じく 170 kW / 231 ps、300 Nm の 530i。これらのモデルには、BMW 独自の、シルクのように滑らかな ダブルVANOS（可変バルブ タイミング システム）付きガソリン エンジンが搭載されています。また、最高出力 160 kW / 218 ps、最大トルク 500 Nmの 530d には、第 2 世代のコモンレール技術を採用した BMW の最新型ディーゼル エンジンが搭載されます。動力伝達は、3 モデルともに新開発の 6 速マニュアル トランスミッションおよび6 速オートマチック トランスミッション（オプション）が提供されます。
BMW 520i / 530d / 530i の 0～100 km/h 加速性能は、それぞれ 9.0 / 7.1 / 6.9 秒で、最高速度は 230 / 245 / 250 km/h です。EU 複合サイクル方式による燃費値は、100km走行あたりでそれぞれ 9.0 / 6.9 / 9.5 リットルです。
遅れて登場する予定の520iA と、最高出力141 kW / 192 ps、最大トルク 245 Nm の排気量 2.5 リットル エンジンを搭載した525i 、さらに最新のバルブトロニックを装備し、最高出力245 kW / 333 ps と最大トルク 450 Nm を誇る排気量 4.4 リットルのV8 エンジンを搭載した 545i は、2003 年秋以降に導入される予定です。
ニュー 5 シリーズは、現行モデルよりも大きくなり、室内も広くなっていますが、重量は（モデルによって違いはあるものの）最大約 75 kg 軽くなっています。この軽量化に貢献した最大の要因は、ボディのフロント セクションに軽量のアルミニウムを採用したことにあります。ホワイト ボディの残りのセクションはスチール製です。ニュー 5 シリーズは、将来のボディ構造のあり方を示したトレンド セッターであるといえます。
サイズが大きくなり、快適性の向上をもたらすさまざまな機能が装備されたにもかかわらず、ニュー 5 シリーズの燃費性能は向上しています。その一方で総合性能はすばらしく、エグゼクティブ エクスプレス セグメントにおける新しい基準を確立します。
デザイン：スポーティ、洗練度の高さ、独自性
ニュー 5 シリーズのエクステリアは、3 シリーズのダイナミックでスポーティな輝きと、BMW 7 シリーズの高級感、存在感を融合したデザインに仕上がっています。この一事をみても、この新しいサルーンが BMW のモデル レンジの中心に位置する強力な主力モデルであることは明らかです。力感あふれるフロント エンド、片側2灯式ヘッドライトで構成され、特徴的な曲線を描くヘッドライト クラスター、そしてクーペ ライクな「グリーン ハウス」が、ニュー 5 シリーズのスポーティでダイナミックなキャラクターを余すところなく表現しています。

ネットワーク：
アクティブ フロント ステアリング、アダプティブ ヘッドライト、ACC

オプションで用意される世界初のアクティブ フロント ステアリングは、新しいレベルの走行快適性と駆けぬける歓び、および走行安全性をもたらします。電子制御によるこの最新システムは、走行条件に合わせてステアリングのギア比を調整します。その結果、低中速度域の一般的な走行条件ではステアリングがよりダイレクトになり、ハンドル操作が軽くなり、市街地走行時や駐車時、コーナリング時の俊敏性が格段に向上するなどのメリットが得られます。また、高速走行時にはステアリングのダイレクトさが弱められ、優れた方向安定性を実現するばかりでなく、ステアリングのレスポンスが非常に良好に、素直になります。アクティブ フロント ステアリングは、ダイナミック スタビリティ コントロール（DSC）とネットワークで接続されており、車両が不安定になり始めるとヨー レート（旋回速度の変化）からそれを察知し、必要に応じてステアリング アングルを修正します。これにより、DSC 制御域の低速側において、DSC が介入する頻度が減り、ドライバーと乗員の双方にとって快適性の向上をもたらします。
アダプティブ ヘッドライトは BMW がニュー 5 シリーズ用としてオプションで提供するもう 1 つのネットワーク化されたシステムで、アクティブ セーフティの改善に大きく貢献します。このシステムは、ステアリング操作角度、ヨー レートおよび走行速度との関連でバイキセノン ヘッドライトをリアルタイムに制御し、カーブ内側の路上を最適に照らし出します。
ブレーキング フォース ディスプレイは、すでに米国仕様の 7 シリーズに採用されていますが、このニュー 5 シリーズにも導入されることになりました。このシステムは、ドライバーが急ブレーキをかけたときに、ブレーキ ライトの発光する範囲を拡大させ、後続車両に追突を防止するための注意を促します。本システムに関する認証手続きが終了すれば、このシステムは米国以外の市場でも導入されることになっています。システムを利用可能にするためのソフトウェアは、あらかじめニュー 5 シリーズにインストールされています。
ニュー 5 シリーズに初採用されるシステムのひとつに、アクティブ クルーズ コントロール（ACC）があります。これはレーダーを内蔵した走行補助システムで、先行車両の走りに合わせて、事前に選択した車間距離を自動的に維持します。特に高速道路で流れに乗って滑らかにクルージングしたいときに、ドライバーの負担を軽くします。
人間工学のトレンド：コントローラーとヘッド アップ ディスプレイ
BMW の iDrive 思想に基づくコクピットを備えたニュー 5シリーズは、ドライバーにとっての人間工学的設計を重視した、このクラスのパイオニア的存在です。運転するときにすぐ必要となる機能は、ドライバーからすぐに手の届く位置やステアリング ホィールの付近に集められており、快適性のための基本機能は、センター コンソールにまとめられています。
それ以外の設定、機能およびサービスは、コントローラーとコントロール ディスプレイを使って、ドライバーまたは助手席乗員が簡単かつ効率的に操作できます。コントローラーとコントロール ディスプレイは、ニュー 5 シリーズに合わせて変更が行われ、ギア シフト レバーと共に中央に配置されました。
ニュー 5 シリーズには、BMW として初めて、運転中に必要な情報をドライバーの目線の高さに表示するヘッド アップ ディスプレイを採用し、アクティブ セーフティの向上に重要な役割を果たしています。このシステムのもうひとつの特長は、走行速度やナビゲーションの案内情報などの中からフロント ウィンドウに表示したい情報をドライバー自身がいつでも選択できることです。
インテリア：
リズムとハーモニー、ゆとりあるスペースと高品質、洗練された機能性
はっきりとしたラインとリズム感が奏でるハーモニー、緊張感あふれる表面素材と輪郭、個性的な装いを可能にする豊富なカラーと素材。これらがニュー 5 シリーズのインテリア デザインの基本です。ニュー 5 シリーズには、5 種類の装備バリエーションと 4 種類の内装色が用意されています。この新しいサルーンは、先代モデルに比べてスペース（特にリア）が広くなり、トランク ルーム容量も大きくなりました。標準装備されている新型オートマチック エア コンディショナーには、エバポレーター温度の適応制御機能が追加され、冷えすぎや鼻、喉の粘膜の乾燥を防ぎ、車内の温度配分を個別に設定することができます。




































